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e 
弁護士法人北浜法律事務所代表

北浜グループ CEO

森本宏

輝かしい1年が幕を開けました。

2024年スタート号は、上場企業の事業再生とM&Aをテーマにした特集です。

このところ企業の破産件数が増加傾向にあり、

上場企業の事業再生やM&Aにおいて

幅広い実務経験をもつリーガルアドバイザーが求められています。

現状に鑑み、当所の実践経験豊富な弁護±が対談していますので

ぜひ参考になさってください。



公
正
性
担
保
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
が
、
経

上
、
当
該
上
場
会
社
に
お
い
て

い
わ
ゆ
る

構
造
的
な
利
益
相
反
関
係
が
存
在
す
る
関
係

上場会社をめぐる事業再生•M&Aは、リーガルアドバイザーが鍵。

株
主
と
上
場
会
社
の
一
般
株
主
と
の
間
に

こ
の
よ
う
な
取
引
に
お
い
て
は
、
当
該
支
配

的
と
す
る
取
引
が
実
施
さ
れ
る
場
合
で
す
ね
。

針
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
指
針
は
、
買
収
者

&
A

に
つ
い
て
は
、
特
に
専
門
的
な
知
識
や

会
社
の
株
式
の
全
て
を
取
得
す
る
こ
と
を
目

公
表
さ
れ
た
「
企
業
買
収
に
お
け
る
行
動
指

浅
沼

る
状
態
で
、
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
上
場

3

年
8

月

3
1
日
に
同
じ
く
経
済
産
業
省
か
ら

特
徴
で
す
。

上
場
会
社
を
め
ぐ
る
事
業
再
生
や

M

主
」
に
該
当
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す

会
社
の
M
&
A
と
い
う
観
点
で
は

2
0
2

会
の
行
動
規
範
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
点
も

孝
岡

ス
ポ
ン
サ
ー
が
い
わ
ゆ
る
「
支
配
株

係
る
提
案
を
受
け
た
際
の
取
締
役
•
取
締
役

に
必
要
に
な
り
ま
す
ね

す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。
そ
の
場

幅
広
い
実
務
に
精
通
し
た
リ
ー
ガ
ル

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
起
用
が
、
案
件
の
ス
ム
ー

会
社
の
役
員
の
皆
様
の
善
管
注
意
義
務
の
観

点
か
ら
も
肝
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
上
場

さ
れ
て
い
た
類
型
の
上
位
概
念
で
す
。
）
に

合
は
、
対
象
会
社
側
と
し
て
の
対
応
が
新
規

ズ
な
進
捗
の
観
点
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
上
場

な
き
買
収
」
（
従
前
、
「
敵
対
的
買
収
」
と
称

い
る
部
分
が
あ
る
た
め

い
わ
ゆ
る
「
同
意

ン
サ
ー
が
上
場
会
社
を
1
0
0

％
子
会
社
化

孝
岡

買
収
防
衛
策
に
関
す
る
指
針
」
を
承
継
し
て

携
を
継
続
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

ス
ポ

幅
広
い
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

主
共
同
の
利
益
の
確
保
又
は
向
上
の
た
め
の

浅
沼

ス
ポ
ン
サ
ー
と
の
間
で
資
本
業
務
提

該
上
場
会
社
の
意
思
決
定
の
サ
ポ
ー
ト
等
の

及
び
法
務
省
が
発
表
し
た
「
企
業
価
値
•
株

北浜法律事務所には、事業再生やM&A案件の実務に精通した

気鋭の弁護士が多数在籍しております。

ぜひお気軽にご相談ください。

こ
の
指
針
は
、
2
0
0
5

年
に
経
済
産
業
省

リ
ー
ガ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

力
量
が
問
わ
れ
る

上
場
会
社
の
完
全
子
会
社
化
・

上
場
会
社
に
対
す
る
買
収
提
案

を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

は
、
①
各
公
正
性
担
保
措
置
の
採
否
の
判
断
、

②
特
別
委
員
会
の
（
議
事
進
行
を
含
む
）
運

営
全
般
、
③
各
種
開
示
書
類
の
作
成
、
④
特
別

委
員
会
の
答
申
書
の
作
成
サ
ポ
ー
ト
、
⑤
当

受
け
た
取
締
役
の
行
動
に
係
る
重
要
な
示
唆
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つ
目
の
大
き
な
特
徴
と
い
え
、
買
収
提
案
を

会
社
）
の
リ
ー
ガ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

報
告
す
べ
き
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
点
が

1

定
着
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
上
場
会
社
（
対
象

と
し
て
、
速
や
か
に
取
締
役
会
に
付
議
又
は

襲

示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
上
で
、
か
か
る
取
引
を
実
施
す
る
実
務
が

旨
の
買
収
提
案
を
受
領
し
た
場
合
に
、
原
則

よ
り
多
角
的
な
視
点
で
検
討
し
、
適
切
に
開

を
は
じ
め
と
す
る
公
正
性
担
保
措
置
を
講
じ

と
し
て
、
ま
ず
は
経
営
支
配
権
を
取
得
す
る

を
含
め
た
再
生
計
画
に
も
関
連
す
る
た
め

る
指
針
」
に
沿
っ
て
、
特
別
委
員
会
の
設
置

上
場
会
社
の
取
締
役
が
取
る
べ
き
行
動
規
範

の
シ
ナ
ジ
ー
等
は
金
融
機
関
へ
の
返
済
計
画

浅
沼
「
公
正
な

M
&
A
の
在
り
方
に
関
す

い
ま
す
。
買
収
者
か
ら
買
収
提
案
を
受
け
た

発
揮
で
き
る
分
野
だ
と
思
い
ま
す
。

整
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後

ま
す
。

は
重
畳
的
に
道
用
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て

で
対
応
で
き
る
北
浜
法
律
事
務
所
の
強
み
を

ポ
ン
サ
ー
の
意
向
と
金
融
機
関
の
意
向
の
調

か
か
る
指
針
に
基
づ
く
対
応
が
必
要
と
な
り

正
な
M
&
A
の
在
り
方
に
関
す
る
指
針
」
と

孝
岡
部
門
制
を
と
ら
ず
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

金
融
機
関
か
ら
の
了
承
を
得
る
た
め
に
、
ス

す
る
指
針
」
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
お
り

象
と
す
る
点
が
特
徴
で
あ
り
、
先
ほ
ど
の
「
公

が
重
要
で
す
ね

使
い
た
い
と
考
え
る
こ
と
が
多
い
で
す
が

表
さ
れ
た
「
公
正
な

M
&
A

の
在
り
方
に
関

の
経
営
支
配
権
を
取
得
す
る
行
為
を
主
な
対

こ
れ
ら
に
シ
ー
ム
レ
ス
に
対
応
で
き
る
体
制

て
は
設
備
投
資
等
の
事
業
上
の
費
用
と
し
て

済
産
業
省
か
ら
2
0
1
9

年
6

月

2
8日
に
公

が
上
場
会
社
の
株
式
を
取
得
す
る
こ
と
で
そ

実
務
経
験
が
重
要
な
分
野
で
あ
り
か
つ

資
に
よ
る
普
通
株
式
の
発
行
や
そ
れ
に
伴
い

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し

ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら
提
示
さ
れ
る
支
援

ス
キ
ー
ム
に
よ
り
ま
す
が
、
第
一
二
者
割
当
増

済
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
を
示
し
て

浅
沼

充
て
な
い
の
か
、
今
後
の
金
融
機
関
へ
の
返

あ
り
ま
す
か
？

返
済
に
充
て
な
い
場
合
に
は
、
な
ぜ
返
済
に

再
生
の
場
合
に
特
に
配
慮
し
て
い
る
こ
と
は

の
借
人
に
対
す
る
一
部
返
済
に
充
て
る
の
か

も
適
時
開
示
は
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
事
業

調
達
し
た
資
金
の
一
部
を
、
金
融
機
関
か
ら

へ、ノ

案件の専門性や複雑性に
シームレスに対応できる

当事務所の体制
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
事
業
再
生
で
な
く
て

ュ
ー
ル
中
で
あ
る
場
合
、
ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら

増
資
等
の
手
続
き
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
思

浅
沼
そ
う
で
す
ね
。
例
え
ば
、
リ
ス
ケ
ジ

上
場
会
社
で
あ
れ
ば
T
O
B

や
第
三
者
割
当

す
よ
ね
。

孝
岡
ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら
支
援
を
得
る
場
合
、

関
日
線
と
い
う
も
の
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま

と
は
あ
り
ま
せ
ん

ろ
で
す
が
、
事
業
再
生
の
場
合
に
は
金
融
機

そ
れ
以
外
非
上
場
会
社
と
大
き
く
異
な
る
こ

投
資
家
H

線
で
は
、
資
金
使
途
や
ス

ポ
ン
サ
ー
と
の
シ
ナ
ジ
ー
が
気
に
な
る
と
こ

は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
か
と
思
い
ま
す
が

孝
岡

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
開
示
す
る
か
否
か

す
ね

頼
す
る
必
要
も
生
じ
ま
す
。
金
融
機
関
の
リ

な
っ
た
り
ど
ん
ど
ん
複
雑
に
な
っ
て
い
き
ま

同
時
に
金
融
機
関
に
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
依

り
ま
す
。
ま
た
、
資
金
繰
り
が
厳
し
け
れ
ば

有
価
証
券
届
出
書
の
ほ
か
に
優
先
株
式
の
発

け
れ
ば
ス
ポ
ン
サ
ー
を
探
索
す
る
こ
と
に
な

事
業
再
生
に
お
い
て
も
、
自
力
再
建
が
難
し

で
は
な
く
優
先
株
式
を
同
時
に
発
行
し
た
り

浅
沼
非
上
場
企
業
と
同
様
に
上
場
会
社
の

場
合
が
多
い
で
す
。
ま
た
、
普
通
株
式
だ
け

い
て
議
論
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

総
会
や
第
一
二
者
委
員
会
対
応
が
必
要
に
な
る

コ
ロ
ナ
関
連
融
資
の
据
え
置
き
期
間
の
終
了

が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
上
場

会
社
の
事
業
再
生
や
そ
の
後
の

M
&
A
に
つ

聴
取
が
必
要
と
な
り
、
結
果
と
し
て
、
株
主

決
議
に
よ
る
承
認
や
第
三
者
委
員
会
の
意
見

等
に
よ
り
、
企
業
、
特
に
中
小
企
業
の
破
産

孝
岡
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
及
び

ス
ポ
ン
サ
ー
•
投
資
家
・

金
融
機
関
…

上
場
企
業
の
事
業
再
生
は
、

多
角
的
な
視
点
が
必
要

臨
時
報
告
書
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
と
一
般
的

な
も
の
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
事
業
再
生

の
場
合
、
特
定
引
受
人
に
よ
る
募
集
株
式
の

引
受
け
や

2
5％
以
上
の
大
規
模
な
希
薄
化
を

伴
う
も
の
と
な
る
場
合
が
多
く
、
株
主
総
会

D
E
S

や
D
D
S

等
の
金
融
支
援
が
絡
む
と

行
の
た
め
の
臨
時
報
告
書
の
提
出
が
必
要
と

示
書
類
も
有
価
証
券
届
出
書
、
そ
れ
に
伴
う

で
あ
れ
ば
ス
キ
ー
ム
と
し
て
単
純
で
す
。
開

資
本
業
務
提
携
を
行
う
と
い
う
程
度
の
も
の



増
加
し
て
い
る

加
傾
向
に
あ
り
、
上
場
企
業
の
取
締
役
が
、

買
収
提
案
に
つ
い
て
、
企
業
価
値
向
上
•
株

主
共
同
の
利
益
に
資
す
る
か
と
い
う
観
点
か

同
な
く
実
施
さ
れ
る
買
収
）
事
例
も
近
年
増

R
e
l
a
y
 c
o
l
u
m
n
 

テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
形
も
変
容
し
、
短
期
的
利
益

の
み
を
追
求
す
る
従
米
型
の
形
で
は
な
く
、

中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
を
考
え
る
ア

ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
が
活
性
化
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
同
意
な
き
買
収
（
経
営
陣
の
賛

• 

り
の
際
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

士
が
複
数
在
籍
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
困

弊
所
は
、
同
種
事
案
の
経
験
豊
富
な
弁
護

で
す
。

ま
た
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
伴
い

ア
ク

助
言
を
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
重
要

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

政
策
保
有
株
式
の
売
却
の
必
要
性
が
叫
ば
れ

来
か
ら
行
っ
て
い
た
株
式
持
合
い
の
解
消
や

に
関
す
る
指
針
」
や
「
企
業
買
収
に
お
け
る

同
コ
ー
ド
の
策
定
以
降
、
日
本
の
企
業
が
従

産
業
省
作
成
の
「
公
正
な

M
&
A
の
在
り
方

行
動
指
針
」
が
参
考
と
な
り
ま
す
が
、
加
え
て
、

同
種
案
件
の
知
見
・
実
績
の
あ
る
専
門
家
の

バ
ナ
ン
ス
改
革
の
第
一
歩
と
い
わ
れ
て
お
り

こ
の
よ
う
な
場
面
に
直
面
し
た
際
、
経
済

ス
・
コ
ー
ド
の
公
表
は
、
日
本
に
お
け
る
ガ

場
面
が
増
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
5

年
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ら
真
摯
な
検
討
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

ゎ

東H 拓也弁護士

同
意
な
き
買
収
事
例
が

2010年慶稟義塾大学法科大学院修了•M&A、コーボレート分野を担当し、主
に会社法·金商法を専門とする。国内のミドルレンジの規模のM&Aを中心に、

上場会社のTOBやクロスボーダーM&A案件の実績も多数。また、証券取引

所•証券会社への出向経験を活かし、上場企莫の危機管理対応、上場・未上場
企業における不正調査、法定開示・適時開示に関する助言，有価証券上場規程

に関する助言その他幅広い証券取引所対応業務、MBO、資本業務提携、買収
防衛策導入・継続・廃止、CGCに関する助言等の業務を中心に行っている。

企
業
価
値
向
上
と
株
主
共
同
の
利
益
の
観
点
か
ら
検
討

Takuya Tome 
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ビジネスパーソンの休憩時間

法務 Troubleshooti ng

契約当事者は個人？

それとも法人？

................................................ 

過去のサンプルやフォーマットの当事者欄を修正して契約書を作成したところ、サンプルでは法
●,,,......................、.....,............................................................................,.... 9,....  9,....  9,....  9,....  9,....  9 9,...  9 9 9 • • ●ヽ 9,... 9 9 9 ●、

人が当事者だったが、今回の取引の当事者は個人だった、というシチュエーションを経験された
................................................ 

ことはないでしょうか。契約書を作成する際、法人と個人とでは前提が大きく異なる場合があるの
................................................ 

で、注意が必要です。
.......................................... 

例えば、契約書に表明保証が規定されている場合、当事者が法人だと「売主は、日本法に基づき
.......................................... 

適法かつ有効に設立され、かつ有効に存続する株式会社であり・・・」と始まったりしますが、個人
................................................ 

である場合は「売主は、日本国内に住所を有する自然人であり…」といった形になります。
.......................................... 

また、契約書に競業避止義務を規定することがありますが、当事者が個人である場合、職業選択
・・・・、・・・・・、・・・・・、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．，．．．．.........・・・· ｷ •・・・· ·,..、· ｷ,... ｷ ·,...、.....、

の自由との関係で条項が無効にならないかという点に配慮する必要があります。
.......................................... 

他にも、個人株主である非上場会社のオーナーから株式の一部だけ（例えば70%) を購人し、当
................................................ 

該元オーナーとの合弁とするような場合、株主間契約を締結することが一般的です。このとき忘

れてはいけないのは、人間はいつか亡くなるものだということです。個人株主が亡くなった場合、会
................................................ 

社の株式は相続財産となりますが、相続人が株主間契約を尊重して事業継続に協力してくれるか
................................... 

は、株t間契約を締結する時点で考えておく必要があります。
................................................ 

このように、当事者が個人か法人かによって気をつけるべきポイントが変わってくることがありま
................................... 

すが、当事者の属性の違いはうっかり見落としてしまいがちですので、最初に確認することを習慣
.................................... 

づけましょう。

美味しいモンブランを追い求めて

l 
若井大輔弁護士の

オススメ

Sweets 

いささか季節が過ぎてしまっていて恐縮ですが、私が最も好きな

季節は秋です。なぜなら、愛して止まない栗、そしてモンブランの

旬だから。ここ数年、美味しいモンブランの探索がライフワークと

なり、休日には食べ歩きをして過ごしています。

中でも、私の中で不動の一位を誇っているお店が、東京の谷中銀

座にある「和栗や」のモンプラン。栗が最も美味しくなる秋には、期

間限定のモンプランが登場しますが、一年を通じて商品質なモン

ブランで舌を楽しませてくれます。皆さまも機会があればぜひー

度、足を運んでみてはいかがでしょうか？

若井大輔弁護±
Daisuke Wakai 
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中嶋隆則弁護士 Takanori Nakajima 

2008年京都大学法科大学院修了。グローバルM&A、コーポレート、
国際関係法務などの案件を専門に担当。米国留学中は、海外 Profi|e 
M&Aの実務を学び、国際人権や国際環境法におけるソフトロー

を中心としたグローバルな規範についても見識が深い。世界のト

レンドとサステナビリティを踏まえた企業のビジネス展開、コーポ

レートガバナンス改革等をサポートしている。また、紛争や刑事事

件などの案件にも梢極的に取り組んでいる。




